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2～3月は、花粉症のシーズン。花粉症の症状は風邪とまぎらわしいですし、子どもは症状をうまく言えません。

気になるときは、小児科や耳鼻咽喉科などで相談しましょう。 

大人の病気と思われがちですが、5～9歳では13.7％、10～19 歳では

31.4％もの子どもが花粉症だというデータがあります。花粉症の症状が

あっても、熱がないなら大丈夫、と油断しがちですが、花粉症の症状が

ずっと続くと不快なだけでなく、さまざまな問題を招くおそれがありま

す。 

1月中旬ごろよりインフルエンザウィルス・コロナウィルス感染症、発熱で

の欠席が増えています。嘔吐下痢症での体調不良は少ないですが、まだまだ油

断はできません。手洗い・うがいをしっかりし、無理をせず過ごしましょう。 

（記 1月25日） 


